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概    要  






Dorsomorphin を用いて筋芽細胞の内在性 BMP シグナルを阻害した。その結果、Id の発現低下と筋分化
の誘導が観察された。またその際、Id の発現低下が筋分化の誘導に重要であることが明らかになった。















れる AP1(Jun や Fos)、Egr-1、c-Myc は、血清刺激





によるマウス Id2 遺伝子の発現に、DNA 結合タンパ
ク質であるRFX1が関与していることを報告したが

























より活性化された BMP シグナルが、Id の発現を介
して筋芽細胞の分化を抑制していると推測される
ことから、本研究は、低分子化合物を用いて筋芽




 (1) Dorsomorphin は、筋芽細胞において Id の発現
を低下させ、かつ筋分化を誘導する。 
 増殖培地(GM;growth media,+15% FCS;ウシ胎児
血清)で培養しているマウスの筋芽細胞 C2C12 を、
低濃度(1 M 以下)で BMP シグナルを阻害すること
が最近報告された低分子化合物 Dorsomorphin（BMP 













した際に観察されるものと、非常によく似ていた。     
 次に、筋芽細胞の内在性 BMP シグナルを阻害し
た場合、形態的に筋分化が誘導されるかどうか調











(2) Id の発現の低下は、Dorsomorphin による筋芽
細胞の分化誘導に重要である。 
 BMP シグナルの阻害による Id の発現の低下が、
筋芽細胞の分化を誘導する直接の要因かどうかを

















図 1．Dorsomorphin による Id と筋特異的因子 





 図 2．Dorsomorphin による筋芽細胞の融合 
    と筋分化マーカーの発現（免疫染色） 
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